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という 3 つのシナリオを設定し、それぞれの効果を定量的に評価している o



















情報システム (GIS) の分析によって定量的に明らかにしている。すなわち、 1 kmメッシュ内の池と樹林面積、隣





ボ類の生息確率など 3 つの指標を説明する回帰モデルを新たに作成し、それを用いて 3 段階の評点評価を行って、
エコロジカルネットワークの構成要素であるコアエリア、生態的拠点、生態的小拠点を抽出している。コアエリア
と判定された生息地は種の多様性が高く、種の供給源となっていて、市街化調整区域とした都市計画上の規制が生
物多様性の保全にも有効な手段となっていることを確認している。
(5) 都市環境計画として、生物生息空間の質をあげる(エコアッフ。の)方向を保全型、復元型、創出型に区分して整
理した上で、高密な都市においては土地利用の多目的化として、下水処理場などの敷地の水面や緑地をビオトープ
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として整備する効果が周辺にも及ぶことを定量的に明らかにしている D コアエリア保全のための緩衝地帯の設定や
周辺の飛び石状のエコアップによって、エコロジカルネットワークがより質の高い形で形成され、生物多様性の保
全に資することを、モデルを用いて明らかにしているO
以上のように、本論文は、生物生息空間をそのうンドスケープとしての類型、規模に加えて、連結性や回廊性の概
念を用いて評価するモデ、ルを開発し、従来定性的な解釈にとどまっていたエコロジカルネットワークの形成の手順や
判断基準を明らかにして、今後の都市における自然、との共生を図る環境計画のために有用な工学的知見を示していて、
環境システムと環境工学の発展に寄与するところが大き ~'o よって、本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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